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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 糖尿病ならびに各種内分泌疾患，とくにインスリノー

マ，クッシソグ症候群，末端肥大症，甲状腺機能直進

症，甲状腺機能低下症．ステロイド長期投与館主につい

て，アルギニン負荷による膵グルカゴンとインスリンの

反応を血糖反応とともに比較検討した．末端肥大症，甲

状腺機能充進症については治療前後における検討も行な

った．

 対象

 入院中の未治療糖尿病12例，インスリノーマ3例，ク

ッシソグ症候群5例，甲状腺機能充進症6例，甲状腺機

能低下症5例，末端肥大症4例，ステロイド治療患者8

例である．正常老は14例で，その中9例は前夜9時より

検査室にて1泊させ，検査施行した群で，これを正常対

照群とした。残りの5例は自宅より検査室迄来院した群

で，正常対照群と比較した．

 方法

 正常者の5例を除いて，：負荷試験は前夜からの安静臥

床後に行なった．負荷試験として，10％」・arginine 300

m1を30分で肘静脈より点滴注入し，他側の肘静脈より

ヘパリン加試験管に採血，直ちに氷水中に入れ，速や

かに冷却遠沈し，血漿を一20℃に凍結保存した．膵グル

カゴン測定用の血液には，トラジロール注射液（10，000

KIU／m1）を5％となるように予め加えた後，血漿を遠

沈分離した。測定には膵グルカゴンに特異的な抗グルカ

ゴン血清3QKを用いた．血漿インスリンは2抗体法，血

糖は血i漿をオートアナライザー法により測定した．

 結果

 1） 当日来院し検査した正常老の膵グルカゴン前値

は，前夜より院内に1汗して検査した正常対照群に比し

高値で，アルギニン負荷後の値も高値であったが，漸落

の影響を検討するため，アルギニン負荷後の各時点に

おける膵グルカゴン値より負荷前値の値を差引き，そ

れらの値の120分値までの和を膵グルカゴンのtotal net

increase（ΣIRG），すなわちアルギニン負荷後の反応と

すると，両群の反応は差がなかった．

 2） 糖尿病，ステロイド治療患者，末端肥大症の膵グ

ルカゴン前回は，正常対照群に比し高値であったが，イ

ンスリノーマ，クッシソグ症候群，甲状腺機能充進症，

甲状腺機能低下症，治療後の末端肥大症は有意の差がな

かった．

 糖尿病，末端肥大症のアルギニン負荷後の頂値は正常

対照群に比し有意に高く，クッシソグ症候群，ステロイ

ド治療患者の頂値も高値の傾向を示し，負荷後45，60分

では両群ともに有意の高値を示した．インスリノーマ，

甲状腺疾患のアルギニン負荷後の頂値は正常対照群と差

がなかった．糖尿病，クッシソグ症候群，ステロイド治

療患者のΣIRGは正常対照群に比し有意の高値には至

らず，末端肥大症においては，むしろ有意に低かった．

 3）インスリノーマ，末端肥大症のインスリン前値

は，正常対照群に比し有意に高かったが，他の疾患の前

値は有意の差がなかった．
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．クヅシソグ症候群，甲状腺機能低下症のアルギニン負

荷後のインスリン反応は，正常対照群に比し高かった

が，ステロイド治療患者，イソスリ．ノーマ，末端肥大症

は有意の差がなく，糖尿病，甲状腺機能尤進症は有意に

低かった．甲状腺機能尤進症の治療後のインスリン反応

は正常化の傾向を示した，

 結語

 膵グルカゴンは検査施行前の被験老の安静度に影響を

受け，さらにアルギニン負荷後の反応は，負荷前値の影

響を受けた．耐糖能異常，ホルモン分泌異常状態が，膵

グルカゴン，インスリンの基礎分泌ならびにアルギニン

負荷後の反応に影響を及ぼすことが示唆された．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は膵臓よりのグルカゴンおよびインスリン分泌に対する安静，血糖値および各種ホルモンの

影響を研究し，いくつかの新知見を報告したもので，学術上価値あるものと認める．
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